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【平成２２年度 研究進捗評価結果】 

該当欄 評価基準 

 Ａ＋ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ Ａ 
当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が

見込まれる 

 Ｂ 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 Ｃ 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費

の減額又は研究の中止が適当である 

（評価意見） 

本研究は、周囲環境の個別性や多様な利用者・利用状況に応じて、自ら機能を適

応・創成する人工物システムの設計論、すなわち、「育てる設計論」の構築を目標と

している。異分野の融合を目指した新しい組織作りにも力を注いでおり、学術創成

研究費としてふさわしい研究成果を挙げつつあると評価できる。 

今後の一層の独創的な研究の展開に期待するとともに、体系的な形で研究成果を

構成して、提示することに努めてほしい。 

 

 

 


